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■

中
堂
寺
西
寺
町
の
寺
々

今
回
は
、
第
20
回
で
訪
ね
た
地
域
の
、
大
宮
通
よ
り
西
側
を
め
ぐ
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
地
域
は
、
第
17
回
後
半
で
紹
介
し
た
地
域
の
北

側
で
も
あ
り
ま
す
。

出
発
点
は
、
第
17
回
後
半
の
最
北
端
、
五
条
通
か
ら
　く
し
げ

櫛
笥　
通
を
北
上
し
ま

す
。
櫛
笥
町
と
万
寿
寺
通
の
十
字
路
の
東
南
角
に
、「
中
堂
寺
櫛
笥
町
　
櫛

笥
通
萬
壽
寺
下
ル
」
1©
の
町
名
看
板
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
看
板
は
、
町

名
が
先
に
大
書
し
て
あ
り
、
通
り
の
名
前
が
う
し
ろ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
北
上
し
て
、
櫛
笥
町
と
万
寿
寺
通
の
十
字
路
の
東
北
角
に
、
町
名

看
板
「
中
堂
寺
西
寺
町

萬
壽
寺
櫛
笥
通
東
入
」
2©
。
同
じ
十
字
路
の
西
北

角
の
電
柱
に
、
今
度
は
「
中
堂
寺
櫛
笥
町

櫛
笥
通
萬
壽
寺
東
入
」
3©
の

町
名
看
板
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
看
板
は
、
位
置
が
お
か
し
い
。
推
測

で
す
が
、
も
と
も
と
は
、
1©
と
直
角
の
位
置
に
貼
っ
て
あ
っ
た
の
を
、
空

調
を
設
置
す
る
と
き
に
取
り
外
し
て
、
捨
て
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
た
の
で
、

電
柱
に
貼
り
付
け
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
二
枚
の
看
板
も
、
町
名
が
先
に

大
書
し
て
あ
り
、
通
り
の
名
前
が
う
し
ろ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

万
寿
寺
通
を
少
し
東
へ
進
ん
だ
北
側
の
町
家
に
も
、
町
名
看
板
「
中
堂
寺

西
寺
町

萬
壽
寺
櫛
笥
通
東
入
」
4©
。
最
初
の
調
査
の
と
き
に
は
、
二
階
部

分
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
二
〇
一
〇
年
に
再
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、

町
名
看
板
の
所
在
（
中
堂
寺
西
寺
町
界
隈
）

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
く
し
げ
ち
ょ
う

中
堂
寺
櫛
笥
町　

　く
し
げ
ど
お
り

櫛
笥
通　
　ま
ん
じ
ゅ
じ

萬
壽
寺　
　さ
が下　
ル
1©
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　ち
ゅ
う
ど
う
じ
に
し
で
ら
ち
ょ
う

中
堂
寺
西
寺
町　

　ま
ん
じ
ゅ
じ

萬
壽
寺　
　く
し
げ
ど
お
り

櫛
笥
通　
　ひ
が
し
い
る

東
入　
2©

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
く
し
げ
ち
ょ
う

中
堂
寺
櫛
笥
町　

　ま
ん
じ
ゅ
じ

萬
壽
寺　
　く
し
げ
ど
お
り

櫛
笥
通　
　ひ
が
し
い
る

東
入　
3©

隣
の
勝
光
寺
門
前
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
の
町
家
は
立
て
替
え
ら

れ
て
、
勝
光
寺
が
経
営
す
る
た
ち
ば
な
保
育
園
の
保
育
室
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
長
い
間
貼
っ
て
あ
っ
た
た
め
に
、
町
名
看
板
を
取
り
外
し
て
も
、
捨
て

る
の
が
は
ば
か
ら
れ
る
と
い
う
感
情
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
な
に
は
と
も
あ

れ
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
町
名
看
板
を
ぜ
ひ
と
も
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希

望
を
こ
め
て
、
新
旧
の
位
置
の
町
名
看
板
4©
の
写
真
を
載
せ
ま
し
ょ
う
。

「
中
堂
寺
西
寺
町
」
の
町
名
の
と
お
り
、
こ
の
一
角
に
は
た
く
さ
ん
の
お

寺
が
あ
り
ま
す
。『
京
町
鑑
』（
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕）
で
は
、
松
原
通

の
　よ
こ
ま
ち

横
町　
を
列
挙
し
た
末
尾
に
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
す
（
句
読
点
、

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
に
し
で
ら
ち
ょ
う

中
堂
寺
西
寺
町　

　ま
ん
じ
ゅ
じ

萬
壽
寺　
　く
し
げ
ど
お
り

櫛
笥
通　
　ひ
が
し
い
る

東
入　
4©
（
旧
位
置
）

　ち
ゅ
う
ど
う
じ
に
し
で
ら
ち
ょ
う

中
堂
寺
西
寺
町　

　ま
ん
じ
ゅ
じ

萬
壽
寺　
　く
し
げ
ど
お
り

櫛
笥
通　
　ひ
が
し
い
る

東
入　
4©
（
新
位
置
）

新
位
置
の
4©
と
た
ち
ば
な
保
育
園
の
門
標
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割
書
、
現
代
仮
名
づ
か
い
に
よ
る
振
り
が
な
は
筆
者
）。

大
宮
西
入
町
は
、
大
宮
上
ル
下
ル
　た
て
ま
ち

堅
町　
ヘ
　つ
く付　
也
。
此
町
北
側
、

正
法
院
、
西
隣
法
宣
寺
、
い
づ
れ
も
浄
土
宗
。
南
側
、
大
宮
少

し
西
下
ル
堅
町
筋
　あ
り有　
。
是
、
　い
っ
か
ん
ま
ち

一
貫
町　
通
也
。
此
一
貫
町
の
西
は
中

堂
寺
西
寺
町
と
て
一
筋
　あ
り有　
。
南
へ
　ゆ
く行　
は
　

(

マ
マ)七　

條
へ
出
る
也
。
右
中
堂

寺
町
兩
側
　み
な皆　
寺
な
り
。
　さ
い
し
ょ
う
じ

西
照
寺　
、
　ぜ
ん
と
く
じ

善
徳
寺　
、
　ま
っ
け
い
じ

末
慶
寺　
、
　せ
ん
き
ゅ
う
じ

専
求
寺　
、

　し
ょ
う
こ
う
じ

勝
光
寺　
、
い
づ
れ
も
浄
土
宗
也
。
福
壽
院
、
眞
言
宗
。
中
堂
寺
、

　ち
ょ
う
え
ん
じ

長
圓
寺　
　洛陽
三
十
三
所

の
内
観
音
有
　
、
浄
土
宗
也
。
　ご
ん
り
ゅ
う
い
ん

艮
立
院　
、
眞
言
宗
也
。

『
京
町
鑑
』、
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』
光
彩
社
、
一
九
六
八

「
此
一
貫
町
の
西
は
中
堂
寺
西
寺
町
と
て
一
筋
有
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、『
京

町
鑑
』
は
、
中
堂
寺
西
寺
　ま
ち町　
•　通
を
櫛
笥
通
の
か
わ
り
に
使
っ
て
い
ま
す
。
櫛

笥
通
に
並
ぶ
寺
々
は
、
ほ
ぼ
現
在
も
そ
の
と
お
り
で
す
。

中
堂
寺
西
寺
　ち
ょ
う町　の
一
角
に
こ
の
よ
う
に
寺
が
集
ま
っ
た
の
は
い
つ
頃
な
の

で
し
ょ
う
か
。
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
（
　て
ん
し
ょ
う

天
正　
の
　じ地　
　わ
り割　
、
天
正
十
八
年
〔
一

五
九
〇
〕
頃
）
の
と
き
と
い
う
の
が
ご
く
自
然
な
発
想
で
す
が
、
実
際
は
そ

う
で
は
な
い
ら
し
い
。

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の
洛
中
絵
図
（
中
井
家
絵
図
・
書
類
七
四
、

http://hdl.handle.net/2433/77614

）
で
は
、
こ
の
地
域
に
は
、
松
原

通
、
長
円
寺
（
慶
長
一
三
年
〔
一
六
〇
八
〕
創
建
）、
そ
の
門
前
が
描
か
れ
て

い
る
だ
け
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
絵
図
の
年
代
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
中
井
家
は
、
江
戸
幕
府
の
京
都
大
工
頭
で
あ
っ
た
家
柄
で
す
か
ら
、

江
戸
時
代
初
期
の
絵
図
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
（『
京
都
市
の
地
名
』
に
よ

れ
ば
、「
寛
永
後
万
治
前
」〔
一
六
二
四
〜
一
六
五
八
の
間
、
一
六
四
二
頃
〕

と
さ
れ
て
い
ま
す
）。
こ
の
図
に
は
、
島
原
西
新
屋
敷
の
部
分
が
「
傾
城
町
」

と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
が
、
道
筋
が
ど
う
考
え
て
も
不
自
然
で
す
。
六
条
三

筋
町
か
ら
島
原
西
新
屋
敷
へ
の
移
転
（
寛
永
一
八
年
〔
一
六
四
一
〕）
が
、

図
の
完
成
前
後
に
あ
っ
た
た
め
に
、
急
遽
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
証
拠
に
、
図
の
六
条
三
筋
町
の
部
分
に
は
、
正
式
名
称
で
あ
る
「
柳
町
」

の
付
い
た
「
柳
町
　
か
み
の
ち
ょ
う

上
町　
」「
柳
町
　
な
か
の
ち
ょ
う

中
町　
」「
柳
町
　
し
も
の
ち
ょ
う

下
町　
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す

（
第
6
回
参
照
）。
ま
た
、
西
洞
院
川
東
岸
の
五
条
橋
通
（
現
在
の
五
条
通
）

と
六
条
通
の
間
に
「
　た
ゆ
う
ま
ち

太
夫
町　
」
の
記
載
が
二
箇
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
島

原
西
新
屋
敷
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
「
太
夫
町
」（
一
名
、
西
洞
院
）
に
ち
が

い
な
い
。
特
徴
的
な
の
は
、
秀
吉
の
京
都
改
造
の
際
に
集
め
ら
れ
た
、
京
都

東
側
の
寺
町
通
に
あ
る
寺
々
の
名
称
が
、
多
数
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
円
寺
の
周
囲
の
寺
々
（
も
し
も
あ
っ
た
と
し
て
）

が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

さ
ら
に
調
査
す
る
と
、
日
文
研
の
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
に
、
も
う

一
枚
、
洛
中
絵
図
が
み
つ
か
り
ま
し
た
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、

http://hois.nichibun.ac.jp/chizu/santoshi
1104.htm

l

）。拡
大
し
て

調
べ
る
と
、
こ
の
洛
中
絵
図
に
は
、
す
で
に
中
堂
寺
西
寺
町
が
形
成
さ
れ
て

い
て
、『
京
町
鑑
』（
一
七
六
二
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寺
々
の
名
称
（
当

て
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

勝
光
寺
が
正
光
寺
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
）
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
秀
吉
の
京
都
改
造
の
際
に
集
め
ら
れ
た
、
寺
町
通
の
寺
々
の
名
称

も
、
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
洛
中
絵
図
の
年
代
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
備
考
に
、「
内
容
年
代
は
元
禄
六
年
〔
一
六
九
三
〕
で
は
？
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
探
す
と
、
洛
中
絵
図
の
裏
に
、
人
口
の
町
別
の
累
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計
が
記
さ
れ
、「
延
宝
八
　庚申　年
、
宗
旨
改
之
時
、
　ム積
レ　
　ヲ之　
」
と
い
う
記
載
が
あ

り
ま
す
。
延
宝
八
年
は
一
六
八
〇
年
で
す
。
ま
た
、
末
尾
に
「
右
當
酉
ノ
年

　ム改　
。
年
々
　不　
同
有
　の之　
由
」
と
あ
り
ま
す
が
、
酉
ノ
年
は
、
延
宝
八
　庚申　年
の
翌

年
と
推
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
絵
図
の
年
代
を
延
宝
九
年
〔
天
和
元
年
、
一
六

八
一
〕
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

上
記
二
枚
の
洛
中
絵
図
に
は
、
鞍
馬
口
（
寺
町
今
出
川
）
の
と
こ
ろ
に
立

本
寺
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
本
寺
は
、
秀
吉
の
京
都
改
造
の
と
き
、
文
禄

三
年
〔
一
五
七
四
〕
に
寺
町
今
出
川
に
移
転
。
宝
永
五
年
〔
一
七
〇
八
〕
の

大
火
で
焼
失
し
て
、
現
在
地
（
上
京
区
七
本
松
通
仁
和
寺
街
道
上
ル
）
に
移

転
し
て
い
ま
す
。
安
全
に
見
積
も
る
な
ら
、
一
七
〇
八
年
よ
り
前
の
絵
図
で

あ
る
こ
と
が
い
え
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
し
て
、
中
堂
寺
西
寺
町
の
形
成
は
、
一
六
四
〇
年
〜

一
六
八
〇
年
（
ご
く
安
全
に
は
一
六
〇
八
年
〜
一
七
〇
八
年
）
の
間
と
い
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
公
許
の
遊
郭
「
六
条
三
筋
町
」
が

現
在
の
地
（
島
原
西
新
屋
敷
）
に
移
っ
た
の
が
寛
永
一
八
年
〔
一
六
四
一
〕

の
こ
と
。
こ
の
と
き
、
六
条
三
筋
町
の
ほ
か
に
、
中
堂
寺
（
所
在
地
不
詳
）、

太
夫
町
（
西
洞
院
）
を
合
わ
せ
て
移
転
し
た
と
あ
り
ま
す
（
第
18
回
参
照
）。

上
の
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の
洛
中
絵
図
に
は
、
六
条
三
筋
町
の
三
町
と

太
夫
町
（
西
洞
院
）
に
つ
い
て
は
旧
所
在
地
（
第
6
回
参
照
）
に
記
載
が

あ
り
ま
す
の
で
、「
所
在
地
不
詳
の
中
堂
寺
の
遊
所
」
と
い
う
の
も
、
旧
所

在
地
の
記
載
が
あ
る
は
ず
と
予
想
を
立
て
て
仔
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
現
在

住
吉
神
社
の
あ
る
箇
所
に
「
中
道
寺
通
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
い

は
、
こ
こ
が
「
所
在
地
不
詳
の
中
堂
寺
の
遊
所
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

住
吉
神
社
は
、『
山
城
名
跡
巡
行
誌
』
や
『
都
名
所
図
会
』
に
は
「
島
原
傾
城

町
の
　う
ぶ
す
な

産
沙　
神
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
17
回
参

照
）、
旧
所
在
地
に
あ
っ
た
住
吉
神
社
の
分
社
（
御
旅
所
）
を
島
原
遊
郭
内
に

造
営
し
た
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

本
シ
リ
ー
ズ
第
17
回
で
紹
介
し
た
「
　た
ん
ば
ぐ
ち
ち
や
や
の
づ

丹
波
口
茶
屋
町
之
圖　
　松原
通
よ
り
四
町
下

大
宮
通
西
へ
入
町
　　
」

（
藤
本
箕
山
『
色
道
大
鏡
』
巻
第
十
二
）
の
中
に
、「
是
一
貫
町
の
末
也
。
此

道
昔
は
な
し
。
寛
文
十
年
庚
戌
〔
一
六
七
〇
〕
六
月
よ
り
此
新
道
あ
き
た

り
。」
と
注
記
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
一
貫
町
通
は
松
原
通
の
法
宣
寺
の

と
こ
ろ
か
ら
万
寿
寺
通
の
と
こ
ろ
ま
で
で
、
鉤
形
に
曲
が
っ
て
櫛
笥
通
に
つ

な
が
っ
て
い
た
の
が
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の
洛
中
絵
図
）、
一
六
七

〇
年
に
丹
波
口
通
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
日
文
研
の
洛
中

絵
図
で
は
、
す
で
に
一
貫
町
通
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。
一
貫
町
通
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
六
七
〇
年
頃
に
、
こ
の
近
辺
が
開

発
さ
れ
て
市
街
化
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中
堂
寺
西
寺
町
の
形
成
と

島
原
西
新
屋
敷
の
形
成
が
連
動
し
て
い
る
と
い
う
想
像
は
魅
力
的
で
す
が
、

こ
れ
以
上
調
べ
る
手
だ
て
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

■

櫛

笥

通

『
京
町
鑑
』
の
記
載
に
あ
る
櫛
笥
通
を
、
町
名
看
板
1©
〜
3©
の
あ
る
十

字
路
か
ら
北
上
し
て
、
そ
の
記
載
の
寺
々
が
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
櫛
笥
通
に
東
面
し
て
　せ
ん
き
ゅ
う
じ

専
求
寺　
。
浄

土
宗
西
山
禅
林
寺
派
。
境
内
は
、
松
原
幼
稚
園
の
建
物
が
あ
り
、
少
林
寺
拳

法
を
教
え
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
幼
児
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

東
側
に
は
勝
光
寺
が
経
営
し
て
い
る
、
た
ち
ば
な
保
育
園
の
門
。
門
の
両
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専
求
寺

側
に
は
動
物
が
山
で
遊
ん
で
い
る
、
保
育
園
ら
し
い
壁
画
。
　し
ょ
う
こ
う
じ

勝
光
寺　
自
体

は
、
万
寿
寺
通
に
南
面
し
て
い
て
、
町
名
看
板
4©
の
あ
る
山
門
が
建
っ
て

い
ま
す
。
勝
光
寺
は
、
日
蓮
宗
で
、
洛
中
法
華
二
一
寺
の
一
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

■

末
慶
寺
と
畠
山
勇
子
の
墓

■

大
津
事
件—

天
子
様
ご
心
配

続
い
て
、
西
側
に
末
慶
寺
。
山
門
脇
に
は
、「
烈
女
畠
山
勇
子
の
墓
あ
り

末
慶
寺
」
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
大
津
事
件
（
ロ
シ
ア
皇
太
子
が
大
津

た
ち
ば
な
保
育
園

で
襲
撃
さ
れ
た
事
件
、
明
治
二
四
年
〔
一
八
九
一
〕）
に
関
わ
る
畠
山
勇
子

の
墓
が
あ
り
ま
す
。
身
元
不
明
の
遺
骸
を
、
当
時
の
末
慶
寺
住
職
（
和
田
準

然
）
が
引
き
取
っ
て
、
手
厚
く
葬
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
生
ま
れ
、
二
七
歳
の
勇
子
が
大
津
事
件
に
関
し
て
、
な
ぜ
自
害
し

た
の
か
。
ロ
シ
ア
皇
太
子
へ
の
謝
罪
と
明
治
天
皇
の
立
場
（「
天
子
様
ご
心

配
」）
へ
の
思
い
と
い
う
名
分
は
わ
か
る
に
せ
よ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
思
い

詰
め
た
の
か
。
明
治
二
四
年
〔
一
八
九
一
〕
当
時
の
状
況
は
現
在
で
は
実
感

で
き
ま
せ
ん
が
、
時
代
の
空
気
は
「
烈
女
畠
山
勇
子
」
と
し
て
、
そ
の
名
が

全
国
に
知
れ
渡
た
る
よ
う
に
働
き
ま
し
た
。
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末
慶
寺

「
畠
山
勇
子
の
墓
あ
り
」
の
碑

■

小
泉
八
雲
『
東
の
国
か
ら
』

小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
の
『
東
の
国
か
ら
』(O

ut
of

the
E

ast)

の
中
に
、「
勇
子—

追
想
」（Y

uko:
A

R
em

iniscence
）
と
題

す
る
一
文
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
後
の
部
分
を
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
自
害
し

た
勇
子
を
警
官
が
見
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
で
す
。

A
t

su
n
rise

th
e

p
o
lice

fi
n
d

h
er,

q
u
ite

co
ld

,
a
n
d

th
e

tw
o

letters,
a
n
d

a
p
o
o
r
little

p
u
rse

co
n
ta

in
in

g
fi
v
e

y
en

a
n
d

a
few

sen
(en

o
u
g
h
,

sh
e

h
a
d

h
o
p
ed

,
fo

r
h
er

b
u
ria

l);
a
n
d

th
ey

ta
k
e

h
er

a
n
d

a
ll

h
er

sm
a
ll

b
elo

n
g
in

g
s

a
w

a
y.

T
h
en

b
y

lig
h
tn

in
g

th
e

sto
ry

is
to

ld
a
t
o
n
ce

to
a

h
u
n
d
red

cities.
T

h
e

g
rea

t
n
ew

sp
a
p
ers

o
f
th

e
ca

p
ita

l
receiv

e
it;

a
n
d

cy
n
ica

l
jo

u
r-

n
a
lists

im
a
g
in

e
v
a
in

th
in

g
s,

a
n
d

try
to

d
isco

v
er

co
m

m
o
n

m
o
tiv

es
fo

r
th

a
t

sa
crifi

ce:
a

secret
sh

a
m

e,
a

fa
m

ily
so

rro
w

,
so

m
e

d
is-

a
p
p
o
in

ted
lo

v
e.

B
u
t

n
o
;

in
a
ll

h
er

sim
p
le

life
th

ere
h
a
d

b
een

n
o
th

in
g

h
id

d
en

,
n
o
th

in
g

w
ea

k
,

n
o
th

in
g

u
n
w

o
rth

y
;

th
e

b
u
d

o
f

th
e

lo
tu

s
u
n
fo

ld
ed

w
ere

less
v
irg

in
.

S
o

th
e

cy
n
ics

w
rite

a
b
o
u
t

h
er

o
n
ly

n
o
b
le

th
in

g
s,

b
efi

ttin
g

th
e

d
a
u
g
h
ter

o
f
a

sa
m

u
ra

i.
T

h
e

S
o
n

o
f

H
ea

v
en

h
ea

rs,
a
n
d

k
n
o
w

s
h
o
w

h
is

p
eo

p
le

lo
v
e

h
im

,
a
n
d

a
u
g
u
stly

cea
ses

to
m

o
u
rn

.
T

h
e

M
in

isters
h
ea

r,
a
n
d

w
h
isp

er
to

o
n
e

a
n
o
th

er,
w

ith
in

th
e

sh
a
d
o
w

o
f

th
e

T
h
ro

n
e:

“
A

ll
else

w
ill

ch
a
n
g
e;

b
u
t

th
e

h
ea

rt
o
f
th

e
n
a
tio

n
w

ill
n
o
t

ch
a
n
g
e.”

N
ev

erth
eless,

fo
r
h
ig

h
rea

so
n
s
o
f
S
ta

te,
th

e
S
ta

te
p
reten

d
s
n
o
t

to
k
n
o
w

.

Y
u
ko

:
A

R
em

in
iscen

ce

O
u
t

o
f
th

e
E

a
st:

R
ev

eries
a
n
d

S
tu

d
ies

in
N

ew
J
a
p
a
n

b
y

L
a
fca

d
io

H
ea

rn
(1

8
9
5
)

（
訳
）
夜
が
明
け
て
、
巡
査
が
、
非
常
に
冷
た
く
な
っ
た
勇
子
と

二
通
の
手
紙
を
み
つ
け
、
さ
ら
に
は
五
円
な
に
が
し
（
自
分
の
葬

儀
の
足
し
に
な
る
よ
う
に
望
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
）
の
は
い
っ

た
、
み
す
ぼ
ら
し
い
小
さ
な
が
ま
口
を
見
つ
け
る
。
巡
査
は
、
勇

子
と
所
持
品
を
現
場
か
ら
運
び
だ
す
。

電
光
石
火
の
ご
と
く
、
こ
の
話
は
す
ぐ
さ
ま
、
幾
多
の
都
市
に

広
が
る
。
首
都
の
大
新
聞
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
取
る
。
皮

肉
屋
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
あ
ら
ぬ
こ
と
を
想
像
し
、
勇
子
の
自

己
犠
牲
に
対
し
て
あ
り
き
た
り
の
動
機
を
　み
い
だ

見
出　
そ
う
と
す
る—

た

と
え
ば
、
　ひ

と
他
人　
に
言
え
ぬ
恥
ず
か
し
い
こ
と
、
家
族
の
不
幸
、
失

恋
。
し
か
し
、
皆
、
的
は
ず
れ
。
勇
子
の
簡
素
な
生
活
に
は
、
隠
し

ご
と
、
弱
点
、
価
値
の
な
い
こ
と
は
何
も
な
い
。
蓮
の
蕾
が
開
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
清
ら
か
さ
に
は
及
ば
な
い
。
か
く
し
て
、
皮

肉
屋
も
勇
子
に
つ
い
て
は
、
サ
ム
ラ
イ
の
娘
に
ふ
さ
わ
し
い
高
潔

な
こ
と
以
外
は
書
か
な
い
。
天
子
は
聞
き
お
よ
び
、
民
が
慕
い
申

し
上
げ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
嘆
く
こ
と
を
止
め
る
。
為
政
者
は
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聞
き
お
よ
び
、
玉
座
の
か
げ
で
互
い
に
さ
さ
や
き
合
う—

「
他
の

こ
と
は
す
べ
て
変
わ
る
と
し
て
も
、
国
の
核
心
は
か
わ
ら
な
い
」。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
高
度
な
判
断
の
た
め
に
、
国
は

知
ら
な
い
振
り
を
す
る
。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
「
勇
子—

追
想
」

ち
な
み
に
、
原
文
で
は
、「
天
子
様
ご
心
配
」
は
、“T

enshi-Sam
a

go-

shinpai”

と
二
重
引
用
符
つ
き
、「
烈
女
」
はvaliant

w
om

an

と
書
い
て

あ
り
ま
す
。

小
泉
八
雲
は
、
明
治
二
八
年
〔
一
八
九
五
〕
の
京
都
　て
ん
と

奠
都　
記
念
千
百
年
祭

の
折
に
京
都
へ
旅
行
し
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
「
仏
国
土
拾
遺
」（G

leanings

in
B

uddha-F
ields,1897

）
の
中
に
「
京
都
紀
行
」（N
otes

ofa
T
rip

to

K
y ôto

）
と
題
し
て
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
紀
行
文
の
最
後
に
、
勇
子
の
墓

が
末
慶
寺
の
墓
地
に
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
人
力
車
（kurum

a

）
を
雇
っ
て

探
し
あ
て
る
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
手
入
れ
さ
れ
、
手
向
け
の
花
と
　し
き
み樒　

（shikim
i

）、
さ
ら
に
は
清
水
が
供
え
ら
れ
た
「
烈
女
畠
山
勇
子
」
の
墓
碑

を
見
て
、
英
雄
的
な
無
欲
の
精
神
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
い
た
こ
と
、
墓

碑
の
裏
の
碑
文
を
書
き
写
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
寺
の
中
で
、
血
糊

の
つ
い
た
小
さ
な
剃
刀
、
安
も
の
の
が
ま
口
、
血
の
つ
い
た
帯
や
布
、
手
紙

や
覚
え
書
、
勇
子
と
そ
の
墓
碑
の
写
真
、
神
主
に
よ
っ
て
執
り
お
こ
な
わ
れ

た
儀
式
の
写
真
な
ど
を
見
、
さ
ら
に
、
勇
子
の
生
涯
、
手
紙
の
写
し
、
顕
彰

し
た
詩
な
ど
を
記
し
た
小
冊
子
を
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
着
物
が
粗
末
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
旅
費
と
葬
式
代
に
当
て
る
た
め
、
よ
い
も
の
は
質
に
入
れ
て

用
立
て
た
こ
と
。
勇
子
と
親
族
の
写
真
を
み
て
も
、
な
ん
ら
目
立
っ
た
こ
と

も
な
い
、
ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
日
本
人
で
あ
る
こ
と
。
手
紙
の
文
面
も
、

大
そ
れ
た
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
些
細
な
こ
と
に
も
気
を
配
っ
て

い
る
こ
と
。
覚
え
書
に
は
、
日
本
橋
か
ら
上
野
ま
で
五
銭
車
屋
に
支
払
っ
た

こ
と
を
始
め
と
し
て
、
汽
車
代
、
切
手
代
な
ど
細
か
い
出
納
が
書
い
て
あ
る

こ
と
な
ど
。
実
務
的
で
几
帳
面
な
一
方
で
、
遺
書
の
詩
的
な
内
容
。
こ
れ
ら

の
遺
品
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
う
え
で
、「
勇
子—

追
想
」
は
あ
ま
り
に

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
過
ぎ
た
と
述
べ
る
一
方
で
、
そ
の
と
き
に
感
じ
た
こ
と
の
本

質
的
な
部
分
（
ハ
ー
ン
の
い
う
詩
情poetry

）
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

U
n
d
er

th
e

ra
w

,
stro

n
g

lig
h
t

o
f

its
co

m
m

o
n
p
la

ce
rev

ela
tio

n
s,

m
y

little
sk

etch
,

“
Y
o
k
o
,”

w
ritten

in
1
8
9
4
,

seem
ed

fo
r

th
e

m
o
-

m
en

t
m

u
ch

to
o

ro
m

a
n
tic.

A
n
d

y
et

th
e

rea
l
p
o
etry

o
f

th
e

ev
en

t
rem

a
in

ed
u
n
lessen

ed
,

—
th

e
p
u
re

id
ea

l
th

a
t

im
p
elled

a
g
irl

to
ta

k
e

h
er

o
w

n
life

m
erely

to
g
iv

e
p
ro

o
f
o
f
th

e
lo

v
e

a
n
d

lo
y
a
lty

o
f
a

n
a
tio

n
.

N
o

sm
a
ll,

m
ea

n
,
d
ry

fa
cts

co
u
ld

ev
er

b
elittle

th
a
t

la
rg

e
fa

ct.

N
o
tes

o
f
a

T
rip

to
K

y ô
to

G
lea

n
in

g
s

in
B

u
d
d
h
a
-F

ield
s

b
y

L
a
fca

d
io

H
ea

rn
(1

8
9
7
)

（
訳
）
い
ま
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
平
凡
な
事
柄
を
強
烈
に
生

の
形
で
知
っ
た
結
果
、
わ
た
し
が
一
八
九
四
年
に
書
い
た
小
随
想

「
勇
子—

追
想
」
は
、
今
思
う
と
あ
ま
り
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
す
ぎ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
な
お
、
そ
の
事
件
の
真
の
詩
情
は

矮
小
化
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る—

一
人
の
女
性
を
、
国
へ
の
愛
と

忠
誠
を
証
拠
立
て
る
た
め
だ
け
に
己
の
命
を
捧
げ
る
と
い
う
行
動

に
駆
り
立
て
た
、
純
粋
な
理
想
。
些
細
で
、
み
す
ぼ
ら
し
い
、
無

味
乾
燥
な
、
ど
ん
な
事
実
も
、
そ
の
大
き
な
事
実
を
お
と
し
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
「
京
都
紀
行
」

■

モ
ラ
エ
ス
『
日
本
夜
話
』

小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
に
傾
倒
し
て
い
た
モ
ラ
エ
ス

（W
.de

M
oraes

、
当
時
神
戸
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
）
は
、
明
治
四
〇
年
〔
一
九

〇
七
〕
に
末
慶
寺
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
か
ら
十
年
余
り
に
わ
た
っ

て
住
職
（
和
田
準
然
）
に
当
て
た
書
簡
が
末
慶
寺
に
残
っ
て
お
り
、
一
部
が

梶
谷
泰
之
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
（
梶
谷
泰
之
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
と
ウ
エ
ン
セ
ス
ラ
ウ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス
と
烈
女
畠
山
勇
子:

京
都
に

於
け
る
ハ
ー
ン
資
料
（
そ
の
一
）」『
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
』、
一
〇
、

一
〜
四
（
一
九
六
八
）、
続
編
が
一
一
、
一
〜
一
三
（
一
九
七
〇
）、
一
二
、

一
〜
一
二
（
一
九
七
一
）
に
掲
載
）。
の
ち
に
、
九
通
の
書
簡
の
内
容
が
ま

と
め
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
岡
村
多
希
子
「
京
都
、
末
慶
寺
所
蔵W

.de

M
oraes

書
簡
に
つ
い
て
」『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』、
四
六
、
一
六
三
〜

一
七
一
（
一
九
九
三
）、http://hdl.handle.net/10108/23567

よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
そ
の
中
か
ら
、
明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
一
一
月

一
八
日
付
の
書
簡
を
次
に
引
用
し
ま
し
ょ
う
（
現
代
か
な
遣
い
よ
る
振
り
が

な
は
筆
者
）。

拝
啓

過
日
ハ
参
堂
御
懇
切
ナ
ル
御
待
遇
ニ
　あ
ず
か預　
リ
感
謝
ノ
　い
た到　
リ
ニ

　ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う

存
候
。　
小
官
ハ
日
本
文
ヲ
認
メ
得
ザ
ル
ニ
付
、
友
人
ニ
託
シ
書

面
ヲ
以
テ
右
　お
ん
れ
い
も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
ぎ
に
ご
ざ
そ
う
ろ
う

御
礼
申
上
候
儀
ニ
御
座
候
。　
只
今
昨
日
附
之
欧
字
新

聞
（
ヂ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
）
一
葉
　お
お
く
り
つ
け
も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う
あ
い
だ

御
送
附
申
上
候
間
、　
右

之
五
頁
ニ
記
載
之
事
項
御
一
読
下
サ
レ
　た
く度　
、
末
項
ニ
ハ
八
雲
事

（
ヘ
ル
ヌ
）
之
書
翰
二
枚
モ
記
載
　こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

　有
レ　
之
候
。　
右
ニ
付
候
、
国
元

（
　ぽ
る
と
が
る

葡
萄
牙　
）
画
入
雑
誌
ニ
勇
子
之
事
実
、
　な
ら
び并　ニ
末
慶
寺
之
記
事
ヲ

吹
聴
致
シ
　た
し度　
ト
存
候
ニ
付
、
　な
に
と
ぞ

何
卒　
過
日
頂
戴
致
候
写
真
二
枚
ノ
外

ニ
、
貴
僧
ノ
御
写
真
一
枚
并
ニ
寺
門
等
此
件
ニ
関
係
候
写
真
御

恵
与
下
サ
レ
候
ハ
バ
、
最
ト
モ
仕
合
二
存
候
。
右
　ご
ぶ
ん
ざ
い

御
聞
済　
下
サ

レ
候
ニ
於
テ
ハ
、
神
戸
葡
国
領
事
館
宛
ニ
テ
御
送
付
下
サ
レ
候

ト
モ
、
又
ハ
　ご
し
ょ
う
だ
く

御
認
諾　
下
サ
レ
候
ナ
レ
バ
、
小
官
貴
寺
ニ
　ま
か
り
い
づ

罷
出　
ル
モ

　よ
ろ
し
く
そ
う
ろ
う
あ
い
だ

宜
布
候
間　
、
　な
ん
ど
も
お
て
か
ず

何
共
御
手
数　
　き
ょ
う
し
ゅ
く
の
い
た

恐
縮
之
到　
リ
ニ
　そ
う
ら
え
ど
も

候
得
共　
、
不
日
御
一

報
ヲ
　
わ
ず
ら
わ
せ
た
く

煩
度　
、
　こ
の
だ
ん
ご
い
ら
い
も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う

此
段
御
依
頼
申
上
候
。　
　こ
こ茲　
ニ
謹
ン
デ
貴
僧
ニ
対
シ
敬

意
ヲ
表
シ
候
。
敬
白

十
一
月
十
八
日

葡
国
領
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ェ
ン
セ
ス
ラ
ウ
・
ド
・
モ
ラ
エ
ス

末
慶
寺
御
住
職

和
田
準
然
殿

明
治
四
〇
年
〔
一
九
〇
七
〕
十
一
月
十
八
日
付
モ
ラ
エ
ス
書
簡

岡
村
多
希
子
『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

四
六
、
一
六
三
〜
一
七
一
（
一
九
九
三
）

「
小
官
ハ
日
本
文
ヲ
認
メ
得
ザ
ル
ニ
付
、
友
人
ニ
託
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

友
人
に
代
筆
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
書
簡
で
は
、
ヂ
ャ
パ
ン
・
ク

ロ
ニ
ク
ル
に
末
慶
寺
訪
問
の
記
事
を
載
せ
、
小
泉
八
雲
の
書
簡
を
紹
介
し
た

こ
と
を
報
じ
、
さ
ら
に
、
畠
山
勇
子
や
末
慶
寺
の
こ
と
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

絵
入
り
雑
誌
の
連
載
に
執
筆
し
た
い
と
し
て
、
追
加
資
料
の
送
付
を
依
頼
し
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て
い
ま
す
。
モ
ラ
エ
ス
の
連
載
は
、『
日
本
夜
話
』（
原
題
、V

enceslau
de

M
oraes,

“O
s

Serões
no

Japão”,
1925,

リ
ス
ボ
ン
）
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
、
そ
の
中
で
大
津
事
件
と
畠
山
勇
子
の
こ
と
を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

平
民
の
中
で
教
育
さ
れ
生
き
ん
が
た
め
に
懸
命
に
働
い
て
ゐ

る
の
で
、
有
閑
な
ヒ
ス
テ
リ
症
に
罹
る
筈
の
な
い
平
民
の
娘
が

　ヒ
ロ
イ
ン

主
人
公　
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
勇
子
の
精
神
に
生
じ
た
感
情
の
花

は
他
の
あ
る
ゆ
る
精
神
に
萌
え
で
た
も
の
と
同
じ
も
の
だ
と
思

ふ—

つ
ま
り
、
こ
の
国
の
言
葉
で
「
や
ま
と
だ
ま
し
ひ
」
と
呼
ぶ

あ
の
日
本
精
神
の
あ
り
ふ
れ
た
表
は
れ
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

「
畠
山
勇
子
」

ウ
ェ
ン
セ
ス
ラ
ウ
・
ド
・
モ
ラ
エ
ス
『
日
本
夜
話
』

花
野
富
蔵
訳
、
第
一
書
房
、
一
九
三
六

■

櫛
笥
通
か
ら
松
原
通
へ

末
慶
寺
の
　き
た
ど
な
り

北
隣　
、
櫛
笥
通
に
東
面
し
て
、
紅
壁
が
特
徴
の
　ぜ
ん
と
く
じ

善
徳
寺　
。
通
称

「
赤
寺
さ
ん
」。
西
山
浄
土
宗
。
本
尊
の
阿
弥
陀
仏
は
室
町
時
代
の
恵
心
僧
都

の
作
と
伝
え
ら
て
い
ま
す
。
沖
田
総
司
の
姉
の
も
の
と
す
る
墓
が
あ
り
ま
す

が
、
由
来
な
ど
は
不
明
。
江
戸
時
代
紅
屋
を
営
む
木
村
平
兵
衛
が
山
門
を
寄

進
そ
の
土
壁
を
京
紅
で
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
赤
壁
の
美
し
さ
が
評
判
に
な
り
、

美
人
に
な
れ
る
と
い
う
御
利
益
が
広
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
区

民
誇
り
の
木
に
選
ば
れ
た
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
（
指
定
番
号
A–

09
）
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

善
徳
寺
（
赤
寺
さ
ん
）

西
照
寺
（
雑
炊
寺
）

そ
の
善
徳
寺
の
北
隣
、
櫛
笥
通
に
東
面
し
て
、
　さ
い
し
ょ
う
じ

西
照
寺　
。
浄
土
宗
。
豊
臣

秀
吉
を
雑
炊
で
も
て
な
し
た
こ
と
で
、
別
名
雑
炊
寺
。
櫛
笥
通
は
、
松
原

通
に
突
き
当
た
っ
て
、
行
き
ど
ま
り
。
松
原
通
に
出
て
東
に
行
く
と
、
専
故

院
。
特
徴
あ
る
楼
門
が
目
印
。

逆
に
、
松
原
通
を
西
へ
行
く
と
、
北
面
し
て
中
堂
寺
。
平
安
期
に
延
暦
寺

　よ
か
わ

横
川　
中
堂
の
別
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
で
す
。

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ち
う
だ
う
じ

中
堂
寺　
　
　ま
つ
ば
ら
ど
ほ
り
お
ほ
み
や

松
原
通
大
宮　
の
　に
し西　
二
町
　ば
か
り計　に
あ
り
。
　じ
や
う
ど
し
う

浄
土
宗　
　せ
い
ぜ
ん
は

西
山
派　
。

　
い
に
し
へ
古　
は
　て
ん
だ
い
し
う

天
台
宗　
。
　じ
か
く
だ
い
し

慈
覺
大
師　
の
　か
い
き

開
基　
な
り
と
ぞ
。
　ほ
ん
ぞ
ん

本
尊　
　あ
み
だ
ぶ
つ

阿
彌
陀
佛　
、
　じ
か
く

慈
覺　

の
作
。
　り
う
ざ
う

立
像　
、
三
　
じ
や
く
ば
か
り

尺
計　
。
　は
じ
め初　は
　え
い
ざ
ん
ち
う
だ
う

叡
山
中
堂　
に
　あ
ん
ち

安
置　
し
け
る
な
り
。
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中
堂
寺

『
山
城
名
勝
志
』
巻
四
の
「
中
堂
寺
」
の
項
に
は
、

中
道
（
堂
）
寺
　六条
ノ
北
、
大
宮
ノ
西
　有
二　
中
堂
寺
　
、
村
一　

此
寺
中
頃
　遷
二　

高
辻
ノ
南
、
堀
川
ノ
　
、
東
一　

近
年
又
　遷
二　
中
堂
寺
　
、
村
一　

　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕

『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四

新
加
通
記
類
第
一
八

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
六
条
ノ
北
、
大
宮
ノ
西
」
の
六
条
通
と
は
、
本

シ
リ
ー
ズ
第
17
回
で
ふ
れ
た
丹
波
口
通
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き

に
取
り
あ
げ
た
慈
雲
寺
（
下
松
屋
町
通
丹
波
口
上
が
ル
藪
之
内
町
）
の
位
置

に
当
初
の
中
堂
寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

長
円
寺—

洛
陽
三
十
三
所
第
廿
四
番
札
所

中
堂
寺
の
西
隣
は
松
原
通
に
北
面
し
て
、
長
円
寺
。
浄
土
宗
本
派
。
京
都

所
司
代
板
倉
勝
重
（
天
文
一
四
年
〔
一
五
四
五
〕
〜
寛
永
元
年
〔
一
六
二

四
〕）
が
慶
長
一
三
年
〔
一
六
〇
八
〕
に
、
清
巌
和
尚
を
開
基
と
し
て
建
立

し
ま
し
た
。
洛
陽
三
十
三
所
観
音
巡
礼
第
廿
四
番
札
所
で
す
。
天
明
の
大
火

（
天
明
八
年
〔
一
七
八
八
〕）
で
焼
失
。
再
建
。

京
都
市
に
よ
る
門
前
の
駒
札
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ち
ょ
う
え
ん
じ

長
円
寺　

延
命
山
と
号
し
、
浄
土
宗
本
派
に
属
す
る
。
慶
長
一
三
年
（
一
六

〇
八
）
京
都
所
司
代
板
倉
伊
賀
守
勝
重
が
清
巌
和
尚
を
開
基
に
請

じ
て
建
立
し
た
の
が
当
寺
の
起
り
で
、
勝
重
の
没
後
、
そ
の
　ほ
う
き

法
諱　

「
長
円
院
」
に
ち
な
ん
で
寺
名
を
「
長
円
寺
」
と
号
し
た
。

堂
宇
は
天
明
の
大
火
で
焼
亡
し
た
が
、
十
五
世
瑞
誉
上
人
の
と

き
再
建
さ
れ
、
華
頂
宮
尊
頂
法
親
王
か
ら
「
長
円
寺
」
の
額
を

賜
っ
た
。
い
ま
本
堂
・
庫
裡
・
客
殿
等
の
建
物
が
あ
っ
て
、
本
堂

に
は
本
尊
と
し
て
慈
覚
大
師
作
と
伝
え
る
阿
弥
陀
三
尊
を
祀
る
。

ま
た
本
堂
北
の
観
音
堂
に
安
置
す
る
聖
観
音
像
は
　え
し
ん
そ
う
ず

恵
心
僧
都　
作

と
伝
え
、
疫
病
に
霊
験
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。

洛
陽
観
音
巡
り
第
二
十
四
番
の
札
所
で
あ
る
。
下
京
区
大
宮
松

原
西
入
中
堂
寺
西
寺
町
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長
円
寺

「
第
廿
四
番
札
所
」
の
碑

第
廿
四
番
札
所

仏
足
石

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
は
、
中
堂
寺
の
説
明
の
す
ぐ
う
し
ろ
に
、

長
円
寺
の
説
明
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　ち
や
う
ゑ
ん
じ

長
圓
寺　
　
　ど
う
し
よ

同
所　
　ち
う
だ
う
じ

中
堂
寺　
の
　に
し西　
に
　と
な隣　
る
。
　じ
や
う
ど
し
う

浄
土
宗　
、
百
　ま
ん
べ
ん

萬
遍　
に
　ぞ
く屬　
す
。

　か
い
き

開
基　
は
　だ
い
よ

大
譽　
　せ
い
が
ん
を
し
や
う

清
巖
和
尚　
。
　
け
い
ち
や
う

慶
長　
十
三
年
の
　そ
う

く
草
創　
な
り
。
　ほ
ん
ぞ
ん

本
尊　
　あ
み
だ
ぶ
つ

阿
彌
陀
佛　
、

　じ
か
く

慈
覺　
の
作
。
　り
う
ざ
う

立
像　
、
三
　
じ
や
く
ば
か
り

尺
計　
。

こ
の
あ
と
、
観
音
堂
の
本
尊
に
つ
い
て
、
長
徳
四
年
〔
九
九
八
〕
の
冬
に
、

疱
瘡
が
大
流
行
し
て
子
供
が
大
勢
死
ん
だ
と
き
に
、
本
尊
の
聖
観
音
を
恵
心

僧
都
が
彫
刻
し
て
、
三
七
日
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
流
行
が
止
ま
っ
た
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
像
は
長
く
比
叡
山
に
あ

り
ま
し
た
が
、
天
正
の
こ
ろ
、
大
譽
上
人
が
感
得
し
て
当
寺
に
安
置
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
明
の
大
火
（
天
明
八
年
〔
一
七
八

八
〕）
以
前
の
様
子
で
す
が
、
駒
札
の
説
明
と
異
な
り
ま
せ
ん
。

壬
生
川
通
に
西
面
し
た
　ご
ん
り
ゅ
う
い
ん

艮
立
院　
は
、
西
山
浄
土
宗
。
　ち
ょ
う
こ
く
じ

長
国
寺　
は
、
万
寿
寺

通
に
南
面
。
日
蓮
宗
。
　ほ
う
れ
ん
じ

宝
蓮
寺　
、
万
寿
寺
通
に
北
面
。
真
宗
大
谷
派
。

■

背
面
倒
首

　ほ
う
れ
ん
じ

宝
蓮
寺　
の
向
か
い
、
　ち
ょ
う
こ
く
じ

長
国
寺　
の
東
隣
に
、
　ぎ
ょ
く
じ
ゅ
じ

玉
樹
寺　
（
万
寿
寺
通
櫛
笥
西
入
、

浄
土
宗
）
が
あ
り
ま
す
。
門
前
に
、「
　産科鼻祖　
賀
川
玄
悦
先
生
之
墓
所
」
の
石
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
碑
は
、
賀
川
玄
悦
の
没
後
二
百
年
を
記
念
し
て

そ
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
二
年
〔
一
九
七
七
〕
に
建
て
ら
れ

た
も
の
。

こ
の
石
碑
の
示
す
通
り
、
玉
樹
寺
に
は
、
江
戸
時
代
の
産
科
医
、
賀
川
家

三
代
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。
墓
標
は
、
中
央
に
「
賀
川
子
玄
先
生
之
墓
」、
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宝
蓮
寺

左
に
「
賀
川
子
啓
先
生
之
墓
」、
右
に
「
法
橋
賀
川
子
全
先
生
墓
」。
傍
ら
に
、

賀
川
玄
悦
（
子
玄
）、
没
後
二
百
年
記
念
顕
彰
碑
。
向
か
い
側
に
水
原
秋
桜

子
の
句
碑
。

産
論
の
月
光
雲
を
は
ら
ひ
け
り

秋
桜
子

賀
川
玄
悦
（
字
は
子
玄
、
元
禄
一
三
年
〔
一
七
〇
〇
〕
〜
安
永
六
年
〔
一

七
七
七
〕）
は
、
江
戸
中
期
の
産
科
医
。
鍼
・
按
摩
と
古
鉄
商
を
し
な
が
ら
、

医
学
を
志
し
ま
し
た
。「
死
産
の
胎
児
を
鉄
鉤
で
引
き
出
し
て
母
体
を
助
け

る
」
と
い
う
回
生
術
を
編
み
出
し
て
、
賀
川
流
産
科
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。

鉄
鉤
を
使
う
と
い
う
発
想
は
、
古
鉄
商
を
し
て
い
た
経
験
が
も
と
に
な
っ
て

玉
樹
寺

「
賀
川
玄
悦
先
生
之
墓
所
」
碑

い
る
に
相
違
な
い
。
古
鉄
商
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
口
を
　の
り糊　
す
る
た
め
の

や
む
を
え
な
い
稼
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
な
に
が
身
を
助
け
る

か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。

晩
年
に
な
っ
て
か
ら
、
実
践
と
経
験
を
も
と
に
、『
　し
げ
ん
し
さ
ん
ろ
ん

子
玄
子
産
論　
』（
明
和

二
年
〔
一
七
六
五
〕
刊
行
）
を
著
し
ま
し
た
（
漢
文
が
不
得
手
な
玄
悦
の
口

述
を
も
と
に
皆
川
淇
園
が
筆
記
し
た
も
の
で
す
）。
こ
の
本
の
中
で
、
正
常

胎
位
（
背
面
倒
首
）
を
世
界
で
始
め
て
指
摘
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
誇
る
べ

き
医
学
的
な
発
見
で
す
。
そ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
通
説
は
、「
胎
児

は
正
立
し
て
お
り
、
出
産
間
際
に
頭
を
下
に
倒
立
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、

実
証
に
よ
っ
て
、
こ
の
通
説
の
誤
り
を
指
摘
し
た
も
の
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
、『
子
玄
子
産
論
』
の
本
文
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像
（
影
印
）
が
入

手
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
部
分
の
翻
刻
を
次
に
示
し
ま
す
。
翻
刻
と
い
っ
て
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も
、
原
文
に
は
す
で
に
訓
点
や
音
号
符
が
振
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
振
り
が

な
と
読
点
（
す
で
に
句
点
は
振
ら
れ
て
い
ま
す
）
を
追
加
し
た
だ
け
で
す
。

書
き
下
し
文
も
示
し
て
お
き
ま
す
。

　大
ー　　
抵
　五
ー　　
月
之
後
、
　腹
ー　　
　ノ中　
胎
　サ大　
　シ如
レ　
　ノ

。
瓜　

　ズ必　
　背
ー　　
　シ
テ
面　
而
　倒
ー　　
　ス

。
首　

　ノ其　
　ハ頂　
　テ當
二　
　横
ー　　
　ノ骨　
　上
ー　　
　ニ際
一　
而
　ル居　
焉
。
　ノ其　
　胞
ー　　
　ハ衣　
　チ則　
　お
ほ
フ
盖
二　
于
胎
之
　尻
ー　　
　ヲ

。
上
一　

　し
か
シ
テ

而
　
　ル當
二　
　ノ母　
　鳩
ー　　
尾
之
　ニ

。
下
一　

『
子
玄
子
産
論
・
産
論
翼
合
刻
』
京
都
大
学
付
属
図
書
館
貴
重
資
料
画
像

h
ttp

:/
/
h
d
l.h

a
n
d
le.n

et/
2
4
3
3
/
1
6
1

よ
り
翻
刻

（
書
き
下
し
文
）
大
抵
五
月
の
後
、
腹
中
の
胎
大
き
さ
瓜
の
如

し
。
必
ず
背
面
し
て
倒
首
す
。
其
の
頂
は
横
骨
の
上
際
に
当
た
り

て
居
る
。
其
の
胞
衣
は
　す
な
は則　ち
胎
の
尻
上
を
　お
ほ盖　
ふ
。
　し
か而　
し
て
、
母
の

鳩
尾
の
下
に
当
る
。

『
子
玄
子
産
論
』
の
続
編
と
い
う
べ
き
『
　さ
ん
ろ
ん
よ
く

産
論
翼　
』（
賀
川
玄
迪
、
安
永

四
年
〔
一
七
七
五
〕
刊
行
、「
翼
」
は
「
た
す
け
る
。
補
佐
す
る
」
の
意
）

に
は
、
正
常
胎
位
（
背
面
倒
首
）
を
あ
ら
わ
し
た
挿
絵
が
載
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
版
本
の
印
影
が
東
邦
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
額
田
文
庫
」

デ
ィ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
の
挿
絵
を
す

こ
し
だ
け
加
工
し
て
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
挿
絵
の
中
の
説
明
文
を
書
き

下
し
文
と
し
た
も
の
も
示
し
ま
す
。
山
脇
東
洋
の
次
男
、
山
脇
東
門
（
元
文

元
年
〔
一
七
三
六
〕
〜
天
明
二
年
〔
一
七
八
二
〕）
が
、
女
性
死
体
の
解
剖

を
お
こ
な
っ
た
の
が
明
和
八
年
〔
一
七
七
一
〕
で
す
か
ら
、
賀
川
玄
悦
や
玄

迪
も
当
然
立
ち
会
っ
た
は
ず
で
、
こ
の
知
見
が
こ
の
挿
絵
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　お
よ凡　
そ
正
産
の
胎
、
背
面

倒
首
す
。
其
の
胞
は
胎

の
尻
上
を
　お
ほ盖　
ふ
。
其
の

左
右
の
足
膝
は
皆
張
り

て
旁
出
す
。
其
の
　し
ゆ
は
く

手
膊　

　す
な
は則　ち
皆
　の
び展　
て
脇
の
傍
に

依
る

賀
川
玄
迪
『
産
論
翼
』
の
挿
絵

東
邦
大
学
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
「
額
田
文
庫
」
デ
ィ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

h
ttp

:/
/
w

w
w

.m
n
c.to

h
o
-u

.a
c.jp

/
n
m

c/
n
u
k
a
ta

/
3
3
-2

-2
/
3
3
-2

-2
.h

tm
l

『
産
論
翼
』
を
著
わ
し
た
賀
川
　げ
ん
て
き

玄
迪　
（
字
は
子
啓
、
一
七
三
九
〜
一
七
七

九
）
は
、
賀
川
玄
悦
の
弟
子
で
、
玄
悦
の
娘
さ
の
と
結
婚
し
、
賀
川
家
を

継
ぎ
ま
し
た
。『
子
玄
子
産
論
』
を
増
補
し
た
『
産
論
翼
』
に
よ
っ
て
賀
川

流
産
科
の
理
論
・
実
践
を
整
え
た
と
い
え
ま
す
。
玄
迪
に
男
子
が
な
か
っ
た

た
め
、
甥
の
子
全
が
養
子
と
し
て
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
代
々
、
　い
っ
か
ん
ま
ち

一
貫
町　
通

（
下
松
屋
町
通
、
今
回
め
ぐ
る
地
域
の
大
宮
通
と
櫛
笥
通
の
間
に
位
置
す
る

南
北
の
筋
）
松
原
南
に
住
ん
で
、
塾
兼
産
院
と
し
て
済
世
館
を
経
営
し
、
明

治
に
至
っ
て
い
ま
す
。
町
名
看
板
の
所
在
を
示
し
た
略
図
に
は
、
下
松
屋
通

（
一
貫
町
通
）
松
原
下
ル
東
側
に
旧
宅
の
印
を
付
け
て
お
き
ま
し
た
が
、
西

側
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
代
の
賀
川
玄
悦
が
、
阿
波
徳
島
藩
の
藩
医
に
取
り

立
て
ら
れ
て
以
降
、
代
々
阿
波
徳
島
藩
の
産
科
医
を
勤
め
ま
し
た
の
で
、
阿

州
（
阿
波
）
賀
川
家
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
賀
川
玄
吾
（
名
は
満
卿
、
字
は
徳
夫
、
号
は
有
齋
、
一
七
三
三
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〜
一
七
九
三
）
は
、
賀
川
玄
悦
の
長
男
。
玄
悦
の
産
科
術
を
継
承
し
ま
し
た

が
、
分
家
独
立
し
て
開
業
し
ま
し
た
。
著
書
に
『
　さ
ん
じ
ゅ
つ
ひ
よ
う

産
術
秘
要　
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
有
齋
の
長
男
賀
川
玄
吾
（
号
蘭
齋
）
の
と
き
に
、
朝
廷
の
医
師
と

な
っ
て
い
ま
す
。
代
々
、
油
小
路
丸
太
町
南
に
住
み
、
京
都
賀
川
家
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

代
々
同
じ
と
こ
ろ
に
住
ん
だ
と
い
う
の
は
、
当
時
の
人
名
録
『
平
安
人
物

志
』（
日
文
研
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
よ
っ
て
辿
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。『
平
安
人
物
志
』
明
和
五
年
〔
一
七
六
八
〕、
安
永
四
年
〔
一

七
七
五
〕、
天
明
二
年
〔
一
七
八
三
」
の
版
に
は
、
医
家
の
項
が
あ
り
ま
せ

ん
。
文
化
一
〇
年
〔
一
八
一
三
〕
版
『
平
安
人
物
志
』
に
至
っ
て
、
医
家
の

項
が
立
て
ら
れ
、
油
小
路
丸
太
町
南
に
住
む
賀
川
玄
吾
蘭
齋
（
賀
川
有
齋
玄

吾
の
子
、
一
七
七
一
〜
一
八
三
三
）
と
一
貫
町
松
原
南
に
住
む
に
賀
川
玄
岱

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
賀
川
玄
吾
（
蘭
齋
）
は
、
文
化
一
二
年
〔
一
八

一
五
〕
に
典
薬
寮
医
師
、
翌
年
　に
ょ
い
女
医　
博
士
。
次
に
、『
平
安
人
物
志
』
の
記

載
を
、
体
裁
を
ま
ね
て
引
用
し
て
お
き
ま
す
。
満
貞
は
満
定
と
も
書
く
よ
う

で
す
。　産賀　

川
滿
貞

　号蘭
齋

油
小
路
丸
太
町
南　
　

賀
川
玄
吾

賀
川
有
恒

　字子
修

一
貫
町
松
原
南　

賀
川
玄
岱

文
政
五
年
〔
一
八
二
二
〕
版
『
平
安
人
物
志
』
で
も
同
じ
。
た
だ
し
、
賀

川
玄
吾
が
賀
川
摂
津
介
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
摂
津
介
」
と
い
う
の
は
、
朝

廷
の
医
師
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
官
位
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

産

賀
川
滿
貞

　号蘭
齋

油
小
路
丸
太
町
南　

賀
川
摂
津
介

仝

賀
川
有
恒

　字子
修

一
貫
町
松
原
南　

賀
川
玄
岱

文
政
一
三
年
〔
一
八
三
〇
〕
版
『
平
安
人
物
志
』
に
は
、
賀
川
玄
迪
が

載
っ
て
い
ま
す
が
、
襲
名
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

産

源
滿
貞

　号蘭
齋

油
小
路
丸
太
町
南　

賀
川
摂
津
介

産

賀
川
頼
孝

　字子
徳

一
貫
町
松
原
南　

賀
川
玄
迪

天
保
九
年
〔
一
八
三
八
〕
版
（
た
だ
し
、
賀
川
玄
道
は
、
朱
文
字
で
追
加
）

と
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
版
で
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

源
滿
崇

　字　
号
　

油
小
路
丸
太
町
南　

賀
川
若
狭
介

女(

科)

源
文
煥

　字子
達
号
一
貫
齋

一
貫
町
松
原
南
　

賀
川
玄
道

こ
こ
に
、
賀
川
若
狭
介
と
あ
る
の
は
、
賀
川
蘭
齋
（
一
八
三
三
没
）
の
長
男

で
、
賀
川
　ら
ん
だ
い

蘭
台　
（
名
は
滿
崇
、
字
は
子
徳
、
一
七
九
六
〜
一
八
六
四
）
の

こ
と
。

賀
川
　げ
ん
ど
う

玄
道　
は
、
賀
川
家
第
八
代
、『
子
玄
子
産
論
』
と
『
産
論
翼
』
を
合

本
に
し
た
校
正
版
を
、
嘉
永
六
年
〔
一
八
四
三
〕
に
上
梓
し
て
い
ま
す
（
京

都
大
学
付
属
図
書
館
貴
重
資
料
画
像http://hdl.handle.net/2433/161

か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像
を
入
手
で
き
ま
す
）。

さ
ら
に
明
治
維
新
の
前
年
の
慶
応
三
年
〔
一
八
六
七
〕
版
で
は
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

源
滿
崇

　字　油小
路
丸
太
町
南　

賀
川
筑
前
介

女(

科)

源
文
煥

　字子
達
号
一
貫
齋

一
貫
町
松
原
南
　

賀
川
玄
道

名
が
同
じ
滿
崇
な
の
で
腑
に
落
ち
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
慶
応
三

年
〔
一
八
六
七
〕
版
の
賀
川
筑
前
介
は
、
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
版
の
賀

川
若
狭
介
（
蘭
台
）
と
は
異
な
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
、
両
賀
川
家

は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
同
じ
と
こ
ろ
に
住
ん
だ
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
わ

け
で
す
。
賀
川
玄
道
は
、
明
治
二
年
、
阿
波
徳
島
に
移
住
し
ま
し
た
。
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『
子
玄
子
産
論
』
と
『
産
論
翼
』
で
わ
か
る
よ
う
に
、
賀
川
流
産
科
は
、

実
証
的
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
賀
川
玄
悦

の
生
い
立
ち
に
由
来
す
る
庶
民
目
線
で
す
。
玄
悦
の
遺
言
を
守
り
、
京
都
の

西
は
ず
れ
庶
民
の
町
、
一
貫
町
を
離
れ
な
か
っ
こ
と
に
も
そ
の
姿
勢
が
よ
く

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
徴
は
、弟
子
の
佐
々
井
玄
敬
が
執
筆
し
た『
　う
ぶ
や

産
家　
や
し
な
ひ
草
』（
安

永
四
年
〔
一
七
七
五
〕
刊
行
）
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漢
字
か

な
交
じ
り
文
で
、し
か
も
、右
に
振
り
が
な
、左
に
口
語
に
よ
る
説
明
を
加
え

た
文
章
は
、
一
般
向
け
に
お
産
の
心
得
を
伝
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
顕
著
に

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。末
尾
に
賀
川
玄
悦
の
　ば
つ跋　（
あ
と
が
き
）が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
書
物
の
表
記
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
、
最
初
の
部
分
を

引
用
し
ま
し
ょ
う
。次
の
翻
刻
は
、京
都
奈
良
女
子
大
学
付
属
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.lib.nara.w
u.ac.jp/josei/w

title/u.titl.htm
l

）

に
あ
る
『
　う
ぶ
や

産
家　
や
し
な
ひ
草
』
の
印
影
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　サ
ン産　
ハ
　ヤ
マ
ヒ病　に
あ
ら
ず
。　シ
カ
ル而　に
　イ
マ
ヨ

今
世　
の
　　サ

ン
ア
ル
　　

サ
ン産　　
　　ト

コ
ロ
　　カ家　　
　　イ

ス　　イ椅　　
　　ハ

ラ
オ
ビ
　　

タ
イ帯　　
に
て
　　ツ

カ
子
　　ソ

ク束　　
　　シ

バ
リ
　　バ

ク縛　　

し
、
　　ク　　タ
ウ湯　　
　　ス

リ　　ヤ
ク藥　　
に
て
　　ア

タ
ヽ
メ
　　

ウ
ン温　　
　　ヒ

ヤ　　リ
ヤ
ウ
涼　　
し
、
　ア
ル
ヒ或　は
　　ド

ク　　シ
ヨ
ク
食　　
　　イ

ミ　　キ忌　　
に
　カ
ヽ
ワ
リ

拘　
て
　ヤ
シ
ナ
ヒ

養　
を
　ウ
シ
ナ
失　
ひ
、

　ア
ル
ヒ或　ハ
　　キ

タ
ウ
　　タ

ウ祷　　
　　マ

ジ
ナ
ヒ
　　

シ
ユ咒　　
を
　シ
ン信　
じ
て
　マ
ド
ヒ惑　を
　マ増　
し
、
　ホ
カ外　
、
　　モ

ノ
シ
ラ
ヌ
　
　ゾ
ク俗　
　
　　井

シ
ヤ
　　井醫　　
の
　セ
イ制　
を
う

け
、
　ウ
チ内　
、
　　ト

リ
ア
ゲ
　　

オ
ン穏　　
　　バ　ヽ　バ婆　　
の
　　マ

ニ
ア
ヒ
　　

フ誣　　
を
　モ
チ
ヒ用　て
、
　ツ
ヒ遂　
に
　　モ

チ
ナ
シ
　　

ロ
ウ弄　　
し
て
　　ヤ

マ　　ベ
ウ病　　
　　ヒ　　ア痾　　
を
な
す
。

（
後
略
）

安
永
乙
未
冬
十
月

阿
波
藩
醫
賀
川
玄
悦
書
於

平
安
一
貫
街
濟
世
館

（
現
代
語
訳
）

お
産
は
病
気
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
近
頃
の
お
産
を
す
る

家
で
は
、
座
位
や
腹
帯
で
束
縛
し
、
薬
湯
に
よ
っ
て
温
め
た
り
冷

や
し
た
り
し
、
あ
る
い
は
、
い
わ
れ
の
な
い
の
に
食
べ
も
の
を
忌

ん
で
、
か
え
っ
て
健
康
に
悪
い
こ
と
を
し
、
あ
る
い
は
、
祈
祷
や

呪
い
を
信
じ
て
不
安
を
増
す
。
外
で
は
、
金
儲
け
主
義
の
医
者
か

ら
命
じ
ら
れ
る
ま
ま
に
な
り
、
内
で
は
、
頑
迷
な
産
婆
の
迷
信
を

信
じ
て
、
終
い
に
は
、
ど
ん
ど
ん
悪
い
方
に
向
か
っ
て
、
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
。（
後
略
）

「
　さ
ん産　
は
　や
ま
ひ病　に
あ
ら
ず
」
は
、
お
産
の
本
質
を
言
い
あ
て
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

と
し
て
秀
逸
。「
　ぞ
く
ゐ

俗
医　
」
を
「
も
の
し
ら
ぬ
ゐ
し
や
」
と
説
明
し
て
い
る
の

も
お
も
し
ろ
い
。
わ
ざ
わ
ざ
「
　お
ん
ば

穏
婆　
」（
と
り
あ
げ
ば
ば
）
の
語
を
「
産
婆
」

の
代
わ
り
に
使
っ
て
い
る
の
も
、
俗
医
に
対
応
さ
せ
る
た
め
。
俗
医
も
穏
婆

も
、
今
風
に
い
う
と
、
い
た
ず
ら
に
地
位
た
か
く
金
儲
け
主
義
の
人
々
を
差

し
て
、
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

昨
今
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
人
工
的
に
な
り
す
ぎ
た
、
お
産
の
現
状
に
対

す
る
反
省
と
し
て
、
自
然
出
産
を
基
本
に
お
い
た
、
江
戸
時
代
の
産
科
を
見

直
す
動
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
最
近
、『
産
論
』『
産
論
翼
』
の
書
き
下
し
文

と
現
代
語
訳
（
賀
川
玄
悦
・
玄
迪
原
著
『
平
成
版
産
論
・
産
論
翼
』
産
科
文

献
読
書
会
編
、
二
〇
〇
八
、
岩
田
書
店
）
や
『
産
家
や
し
な
ひ
草
』
の
原
文

と
現
代
語
訳
（
佐
々
井
玄
敬
原
著
『
産
家
や
し
な
ひ
草
』
杉
山
次
子
、
二
〇

〇
〇
、
産
科
文
献
読
書
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

入
手
で
き
る
現
代
語
訳
と
し
て
、
清
水
忠
彦
「
産
家
や
し
な
い
草
考—

現
代
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語
訳
お
よ
び
注
解
」（
近
畿
大
学
医
学
雑
誌
、
二
四
、
一
〜
一
四
（
一
九
九

九
）、http://ci.nii.ac.jp/naid/110000061510

か
ら
入
手
可
能
）
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
賀
川
玄
悦
の
伝
記
小
説
と
し
て
、『
千
の
命
』（
植
松

三
十
里
、
講
談
社
、
二
〇
〇
六
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

■

大
宮
通
松
原
下
ル

江
戸
時
代
も
明
治
時
代
も
遠
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
賀
川
玄

悦
の
住
ん
だ
一
貫
町
通
の
今
は
、
町
家
が
並
ん
だ
静
か
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
町
家
が
少
し
ず
つ
駐
車
場
と
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
れ
替
わ
り

つ
つ
あ
り
、
時
代
の
趨
勢
と
し
て
仕
方
の
な
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
こ
の
近
辺
の
今
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
大
宮
通
に
ま
わ
っ
て
、

絞
り
工
房
に
し
む
ら
。
京
鹿
の
子
絞
り
の
専
門
店
。
京
都
伝
統
工
芸
体
験
工

房
（
施
設
番
号0132

）
と
し
て
、
絞
り
染
め
の
体
験
が
で
き
ま
す
。
南
に
、

築
百
年
以
上
の
京
町
屋
。
漬
け
物
の
川
勝
総
本
家
で
す
。
筆
者
も
と
き
ど

き
、
盆
暮
の
贈
答
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■

旧
専
売
公
社
工
場
跡

中
堂
寺
西
寺
町
の
西
、
壬
生
川
通
と
千
本
通
に
挟
ま
れ
た
地
域
は
、
三
〇

年
前
に
は
、
専
売
公
社
（
日
本
た
ば
こ
産
業
）
の
工
場
や
付
帯
施
設
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
古
い
民
家
は
少
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
仁
丹
の
町
名
看
板
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
わ
り

に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
看
板
、「
壬
生
川
通
高
辻
下
る
」
5©
を
あ
げ
て

五
条
千
本(JR

丹
波
口
駅)

の
東
北
地
域

お
き
ま
し
ょ
う
。

か
っ
て
、
専
売
公
社
工
場
の
グ
ラ
ン
ド
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
壬
生
川

団
地
が
で
き
ま
し
た
（
一
九
七
五
年
竣
工
）。
こ
の
工
場
の
操
業
停
止
は
、
一

九
八
二
年
の
こ
と
（
専
売
公
社
が
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
に
組
織
替
え

し
た
の
は
、
一
九
八
五
年
）。
そ
の
広
大
な
跡
地
の
一
部
に
は
、
光
徳
公
園

が
作
ら
れ
、
一
九
九
六
年
よ
り
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

筆
者
が
取
材
し
た
と
き
は
、
残
り
の
部
分
に
建
っ
て
い
た
日
本
た
ば
こ
産
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　み
ぶ
が
わ
ど
お
り

壬
生
川
通　
　た
か
つ
じ

高
辻　
　さ
が下　
る
5©

光
徳
公
園
（
北
西
角
の
入
り
口
）

業
社
宅
と
壬
生
花
ホ
テ
ル
は
取
り
壊
し
中
で
し
た
の
で
、
今
は
更
地
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
二
〇
〇
九
年
四
月
一
四
日
付
京
都
新
聞
に
よ
れ

ば
、
こ
の
跡
地
（
中
堂
寺
命
婦
町
）
二
三
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
京
都

産
業
大
学
が
購
入
し
、
二
〇
一
二
年
ま
で
に
付
属
中
学
高
校
を
移
転
す
る
予

定
ら
し
い
。
中
学
高
校
の
校
舎
と
グ
ラ
ン
ド
を
建
設
す
る
ほ
か
、
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
も
使
う
と
の
こ
と
。

移
転
が
実
現
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
市
立
の
光
徳
小
学
校
と
松
原
中
学

校
が
至
近
距
離
に
あ
り
、
し
か
も
、JR

丹
波
口
駅
の
西
南
に
は
、
京
都
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
旧
大
阪
ガ
ス
京
都
製
造
所
の
跡
地
を
再
開
発
し
た
施
設
、

一
九
八
七
年
発
足
）
が
あ
る
の
で
、
研
究
・
文
教
地
区
と
し
て
の
発
展
が
見

込
め
ま
す
。
隣
のJR

二
条
駅
に
は
、
ご
く
最
近
開
設
さ
れ
た
立
命
館
大
学

朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
の
で
、JR

山
陰
本
線
の
沿
線
は
、
こ
こ
二
、
三

年
で
面
目
を
一
新
し
ま
す
ね
。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
22
回
）2010/04/01

2010/11/13

改
稿

c©
2007,

2008,
2010

藤
田
眞
作http://xym

tex.com


